
 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

静岡県高等学校体育連盟主催大会の実施のためのガイドライン
バレーボール専門部追加対策

R4  インターハイ地区大会における感染対策

ウォーミングアップ時

・発声することを禁止する。 (試合開始前に行われる5分間の合同練習は発声可とする)
・マスクは可能な限り着用する。

・フロアでの練習は監督・コーチを除く各チーム18名(マネージャー含む)まで可とする。

試合中

・発声はコートの中の選手と監督に限る。ベンチの控え選手による応援、ギャラリーでの

応援は禁止とする。

・ハイタッチ、円陣を組んでの声出し禁止とする。

・マスクを外して良いのは、コート選手のみとする。

消毒関係

・副審、ボール拭き係の生徒はゴム製の手袋をする。

・ツーボールシステムで行い、雑巾に消毒液を付け、拭くことにする。

・ベンチの消毒（セット間、試合後）は、使用したチームの顧問あるいは副顧問が行う。

・タイムアウト時やセット間においても、手指消毒を積極的に行う。

・トイレなど選手が触る場所の消毒を定期的に実施する。

入場や人数制限

・保護者は記録係  1  名とする。

・各学校の責任で、アルバム業者は様式３(県高体連ガイドライン資料)を提出させ入場可

とする。

・選手の人数制限はしない。

・風邪症状やのどの痛みなどがある生徒は入場させず、速やかに帰宅させる。

日頃からのご指導、よろしくお願いいたします。

控室

・マスクは必ず着用すること。常に部屋の換気をする。

・控室におけるミーテイングは禁止とし、更衣のみとする。

・会場における食事・捕食は禁止とする。ただし、午前に勝ち残ったチームのみ黙食で食

事をとることができる。（補助役員も含む）


